
第 ５ ７ 回 川 崎 港 港 湾 審 議 会 議 事 録

１ 開 催 日 時  令和３年１１月９日（火）１５時００分 

２ 開 催 場 所  川崎フロンティアビル ２階 貸会議室３及び４ 

３ 出 席 委 員  別紙出席者名簿のとおり 

４ 議 題 

諮問第８２号「川崎市港湾環境整備負担金の負担対象工事の指定について」 

５ 公開・非公開の別  公開 

６ 傍 聴 人 数  なし 

７ 議 事 要 旨 

（１）開 会 

（２）港湾局長挨拶 

（３）最近の川崎港の動向 

（４）審議 諮問第８２号「川崎市港湾環境整備負担金の負担対象工事の指定について」 

ア 市からの内容説明 

    川崎市港湾環境整備負担金の負担対象工事の指定は、港湾法第４３条の５の規定に基づき

定められた川崎市港湾環境整備負担金条例第２条第１項及び第１１条第１項の規定により、

川崎港港湾審議会の意見を求めるものであり、令和２年度の負担対象工事の指定について諮

問するものである。 

  イ 質疑応答 

   （岩山委員） この負担金は臨海部の立地企業が負担するものだが、手続きフローでは、工事

内容や周辺環境の向上のために立地企業が行ってほしいことなどの意見を伝える場が設定

されていない。現在は立地企業と意見交換を行っていただいているが、その状況の説明と

今後も継続的な意見交換をお願いしたい。 

   （事務局） 立地企業の皆様からも同様の御要望をいただいており、臨海部に立地する大規

模事業所が多く加盟する産業・環境創造リエゾンセンターを通じて、昨年度は幹事会で、今



年度は全会員企業が参加できる場において工事内容等を御説明させていただいた。また、

その場において、決算より前の段階での説明を要望いただいているところであり、今後改

善していきたいと考えている。 

    （岩山委員） 是非今後とも意見交換の場を設定し、新型コロナウイルスの状況を踏まえ

つつ、現地確認会なども行っていただきたい。 

  ウ 審議結果 

    諮問第８２号は、「原案のとおり適当である。」と答申することが了承された。 

（５）閉 会 

  議長より、隔年での現地視察の実施について、事務局へ要望があった。 




